
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総選挙３０日公示・ ９月１１日投票 

 
 

 
 

日
本
共
産
党 

東
京
二
十
一
区
候
補
者 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

田
川 

ゆ
た
か 

 

み
な
さ
ん
、
小
泉
政
権
の
四
年
間
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
医
療
費
の
ア
ッ
プ
、
年
金
の
カ
ッ
ト
、
介
護
保
険
の

改
悪
、
リ
ス
ト
ラ
応
援
で
雇
用
の
不
安
定
化…

。
ま
さ
に
、

痛
み
に
次
ぐ
痛
み
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
さ
ら
に
、
郵
貯
、
簡
易
保
険
の
三
百
四
十
兆
円
を
ア
メ
リ

カ
と
日
本
の
銀
行
と
保
険
会
社
の
も
う
け
の
た
め
に
差
し
出

す
、
郵
政
民
営
化
を
押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

今
度
の
総
選
挙
、
こ
ん
な
「
弱
肉
強
食
」
の
小
泉
「
改
革
」

へ
の
審
判
を
下
し
ま
し
ょ
う
。 

 

「
二
大
政
党
」
「
政
権
交
代
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

自
民
党
と
民
主
党
の
ど
ち
ら
が
政
権
に
つ
い
て
も
、
庶
民
増

税
、
憲
法
九
条
の
改
悪
で
は
同
じ
で
す
。
増
税
・
改
憲
・
郵

政
民
営
化
を
許
さ
な
い
、
た
し
か
な
野
党
・
日
本
共
産
党
を

国
政
で
も
っ
と
大
き
く
し
て
く
だ
さ
い
。
七
月
の
都
議
選
で
、

二
人
区
の
日
野
市
で
村
松
み
え
子
さ
ん
が
当
選
し
ま
し
た
。

私
も
、
皆
さ
ん
の
願
い
を
国
政
に
と
ど
け
、
実
現
す
る
た
め

に
全
力
を
尽
く
し
ま
す 

大
増
税
反
対
・
憲
法
を
守
る 

た
し
か
な
野
党
が
必
要
で
す 
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こ
ん
ど
の
衆
院
選
で
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回
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し
ま
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小
選
挙
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選
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候
補
者
名
で
投
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し
ま
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比
例
代
表
選
挙
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政
党
名
で
投
票
し
ま
す 

 
 
 
 
 

「
日
本
共
産
党
」
書
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の 

 

得
票
数
に
応
じ
て
党
の
議
席
数
が
決
ま
り
、
名
簿
の
順
に
当
選
し
ま
す 
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記
載
例) 
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記
載
例) 

 
 
 
 

〔
妻
〕 

で
も
「
民
間
だ
と
税
金
が
入

り
財
政
に
貢
献
す
る
」
と
言
っ
て
い
る

わ
。 

〔
夫
〕 

そ
れ
も
逆
な
ん
だ
。
郵
政
公

社
は
民
間
の
法
人
税
率
よ
り
高
い
、
利

益
の
半
分
を
国
庫
に
納
入
し
て
い
る
。

論
戦
を
聞
い
て
い
て
驚
い
た
ん
だ
け
ど
、

こ
の
法
案
を
つ
く
る
の
に
日
米
の
政
府

担
当
者
が
十
八
回
も
秘
密
の
会
合
を
重

ね
た
そ
う
だ
。
結
局
、
郵
貯
や
簡
保
が

日
米
の
金
融
資
本
の
商
売
の
邪
魔
に
な

る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
郵
貯
・
簡
保
の

国
民
の
財
産
も
食
い
物
に
さ
れ
る
。 

〔
妻
〕 

自
民
党
は
「
改
革
を
止
め
る

な
」
が
選
挙
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
、

「
郵
政
」
は
「
改
革
の
本
丸
」
と
言
っ

て
い
る
わ
ね
。
で
も
、
小
泉
さ
ん
の
や
っ

た
「
改
革
」
っ
て
、
結
局
社
会
保
障
の

連
続
切
捨
て
と
、
庶
民
増
税
だ
っ
た
じ
ゃ

あ
な
い
。 

〔
夫
〕 

雇
用
問
題
も
深
刻
だ
。
お
隣

の
お
兄
ち
ゃ
ん
、
き
ち
ん
と
し
た
働
き

口
が
み
つ
か
ら
な
い
ら
し
い
ね
。
共
産

党
は
「
構
造
改
革
」
は
「
改
革
で
も
何

で
も
な
い
」
と
、
国
民
い
じ
め
の
政
治

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

〔
妻
〕 

民
主
党
は
「
小
泉
さ
ん
の
背

中
を
押
し
て
あ
げ
る
。
志
半
ば
で
倒
れ

た
ら
、
骨
を
拾
っ
て
あ
げ
る
」
と
言
っ

て
い
た
。
今
度
の
選
挙
「
郵
政
」
に
止

め
を
刺
し
「
改
革
」
の
名
に
よ
る
国
民

い
じ
め
の
政
治
を
や
め
さ
せ
る
、
も
っ

と
人
間
が
大
切
に
さ
れ
る
政
治
に
切
り

替
え
て
い
く
選
挙
に
し
た
い
わ
ね
。 

〔
妻
〕 

毎
日
暑
い
け
ど
、
突
然
の
解

散
で
政
治
も
に
わ
か
に
熱
く
な
っ
て
い

る
わ
ね
。
小
泉
さ
ん
は
「
郵
政
民
営
化

を
問
う
選
挙
」
と
い
う
け
ど
、
国
会
で

郵
政
法
案
は
否
決
さ
れ
廃
案
に
な
っ
た

は
ず
な
の
に
ね
。 

〔
夫
〕 

国
会
の
論
戦
を
見
て
も
結
着

が
つ
い
て
い
る
。
首
相
の
言
い
分
に
は

道
理
が
な
い
よ
。
「
民
営
化
す
れ
ば
サ
ー

ビ
ス
が
良
く
な
る
」
と
言
う
が
、
民
間

の
大
銀
行
は
、
採
算
が
と
れ
な
い
と
こ

ろ
は
ど
ん
ど
ん
店
舗
を
閉
鎖
し
て
い
る
。

そ
れ
に
銀
行
は
、
な
に
か
と
い
う
と
高

い
手
数
料
を
取
る
じ
ゃ
あ
な
い
か
。 

〔
妻
〕 

口
座
を
お
く
だ
け
で
も
手
数

料
を
取
ら
れ
る
。
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
は
十
万

円
以
下
の
預
金
だ
と
、
月
六
五
〇
円
な

ん
で
す
っ
て
。
お
向
か
い
の
奥
さ
ん
驚

い
て
い
た
わ
。
で
も
口
座
を
お
く
こ
と

は
、
年
金
を
受
け
取
っ
た
り
電
気
代
を

支
払
っ
た
り
、
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い

こ
と
よ
ね
。 

〔
夫
〕 

「
民
営
化
す
れ
ば
公
務
員
が

減
ら
せ
る
」
と
言
う
が
、
郵
政
公
社
は

独
立
採
算
制
だ
よ
。
国
民
の
税
金
は
一

円
も
使
っ
て
は
い
な
い
。
「
税
金
が
節

約
で
き
る
」
と
言
う
の
は
全
く
の
ご
ま

か
し
だ
。
そ
れ
と
「
郵
政
事
業
は
こ
の

ま
ま
な
ら
ジ
リ
貧
」
と
い
う
言
い
分
も
、

法
案
が
通
っ
て
完
全
民
営
化
す
る
一
六

年
度
の
政
府
の
試
算
で
は
、
実
は
六
〇

〇
億
円
の
赤
字
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
公

社
の
ま
ま
な
ら
一
三
八
三
億
円
の
黒
字

な
ん
だ
。 

郵政民営化に、とどめの審判を 

  

妻と夫の 

時事問答 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

税
は
一
六
％
。
②
所
得
税
は
各
種

控
除
の
廃
止
・
縮
小
。
③
法
人
税

は
更
に
引
き
下
げ
る
。
や
っ
ぱ
り

庶
民
大
増
税
の
青
写
真
を
書
い
た

の
は
財
界
で
し
た
▼
都
議
選
告
示

直
前
に
出
さ
れ
た
「
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
大
増
税
」
。
「
タ
イ
ミ
ン
グ
が

悪
い
」
と
渋
面
の
自
公
。
民
主
は

「
増
税
計
画
に
審
判
を
」
と
言
っ

て
み
ま
し
た
が
、
都
議
選
直
後
、

各
種
控
除
の
廃
止
と
い
う
本
音
を

「
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
」
に
明
記

し
ま
し
た
▼
さ
て
、
二
大
政
党
の

そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
は…

。
「
三
越

と
高
島
屋
」
「
キ
リ
ン
と
ア
サ
ヒ
」
。

岡
田
代
表
と
石
井
副
代
表
の
説
明

で
す
。
所
詮
は
そ
の
程
度
。
政
党

助
成
金
で
国
民
の
税
金
を
分
け
取

り
し
、
企
業
献
金
頼
り
で
は
、
そ

う
違
い
が
あ
ろ
う
は
ず
も
あ
り
ま

せ
ん
▼
降
っ
て
沸
い
た
よ
う
な
総

選
挙
。
「
競
馬
予
想
」
な
み
の
勝

ち
負
け
報
道
の
洪
水
で
す
。
自
民

執
行
部
対
「
造
反
組
」
の
構
図
も

加
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
選
挙

で
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

直
面
す
る
庶
民
生
活
破
壊
と
日
本

の
進
路
で
す
。
選
挙
に
至
る
い
き

さ
つ
は
と
も
あ
れ
、
主
権
者
が
審

判
を
下
す
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。 

   

 ８月９日、議長、副議長などを決め

る臨時都議会が開かれました。私の座

席は前列から二番目の、議長席に向っ

て一番左の３５番です。 

 座ってみて思い出しました。「あっ、

そうだ１２年前もこの席だった」と。

そして初めての質問が「病院のベッド

規制の見直し」と「乳幼児医療費の無

料化」だったことなど、なつかしく思

い出しました。 

 市立病院の建て替えも乳幼児医療費無料化も前進し、市内の緑

地保全や障害者施設の建設など、皆さんに教えていただきながら

の８年間の議会活動。そんな事に思いをめぐらす瞬間でもありま

した。 

 私は、新しく始まる都議会の文教委員長に選任されました。

「日の丸・君が代」、教科書問題、消費者トラブルなど、都民生

活に密着した問題を審議する委員会です。皆さんに支えられなが

ら、しっかりがんばりたいと思います。 

 

短信 

村松みえ子都議 文教委員長に  

 ８月９日開かれた臨時都議会で、日野市選出の村松

みえ子都議は、文教委員長に就任することになりまし

た。同委員会は、「日の丸・君が代」や教科書などの

教育にかかわる問題のほか、都民生活に密着した案件

の審議が行われます。 

 

特養ホーム「あすなろ」補助金で建てた施設担保に融資を受ける？   

 特養ホーム「あすなろ」の計画をめぐって疑問がも

たれている借地方式を選択した理由について、六月市

議会で市は「建物ができあがれば、それを担保に銀行

から資金融資が受けられるので、すみやかに不動産会

社から用地を買い上げる」と説明しました。資金が足

りないからと市が補助金まで出したのに、その建物を

担保にまた借金をする。こんな計画が許されるのでし

ょうか。疑問は深まるばかりです。 

「
侵
略
戦
争
美
化
」
の
歴
史
教
科
書 

日
野
市
で
は
採
択
せ
ず 

 

侵
略
戦
争
を
正
当
化
す
る
歴
史
教
科
書
を
採

択
す
る
動
き
が
各
地
で
強
ま
り
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
公
立
で
は
栃
木
・
大
田
原

市
と
東
京
都
の
中
高
一
貫
校
、
障
害
児
学
校
な

ど
ご
く
一
部
で
採
択
さ
れ
た
だ
け
で
す
が
、 

五

十
万
の
人
口
を
有
す
る
杉
並
区
の
教
育
委
員
会

が 

二
十
三
区
で
は
初
め
て
採
択
し
、
つ
よ
い
抗

議
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

日
野
市
で
は
八
月
十
一
日
、
百
名
を
こ
す
傍

聴
者
が
見
守
る
中
で
教
育
委
員
会
が
開
か
れ
ま

し
た
が
、
教
育
委
員
の
中
か
ら
こ
の
教
科
書
の

採
択
を
主
張
す
る
意
見
は
出
さ
れ
ず
、
散
会
し

ま
し
た
。 

 

「
奥
田
ビ
ジ
ョ
ン
」
。
税

金
の
あ
り
方
を
ど
う
変
え
る

の
か
を
経
団
連
の
立
場
か
ら

示
し
た
も
の
で
す
。
①
消
費

    《１０月の無料法律相談》 

村松みえ子事務所 午後６時～８時 

     １０月 ６日（木） 

市役所６階・共産党控室 午後１時～３時 

     １０月１３日（木）                         

※予約が必要ですので、お申し込み下さい。 

         村松事務所 ℡582-0504  

         中野事務所  ℡599-3350 

 日本共産党市議団は８月２日、いま、全国的に明らかとなっ 

てきているアスベスト被害の実態をふまえ、日野市の公共施 

設における使用実態の調査と必要な対策を講じるよう、市へ 

緊急の申し入れを行ないました。 

 具体的な申し入れ事項は以下の通りです。 

①８１年以降に建設された施設も含めて、市の全ての施設に 

 ついてアスベスト含有の有無を確認するとともに、当該施 

 設の空気中のアスベスト濃度を測定すること。 

②調査結果とそれに基づく対策工事などの対応策については 

 積極的に情報公開を行い、当面は経過観察を行なうなど緊 

 急の処理を必要としない施設についても、アスベスト含有 

 の建材の有無など実態を明らかにし、施設使用の上で留意 

 すべき点などを職員や利用者に徹底すること。 

③市が所有する施設でない民間の幼稚園や保育園などの社会 

 的施設、社会教育センターなどの公共的施設については、 

 情報提供を行なうとともに撤去工事などへの財政的支援を 

 行なうこと。 

④市内の建築物の解体作業に対する健康被害対策、指導を強 

 化すること 


